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　種々の輸血が経口的に投訂せられたる時の機序
につV・ては幾多の研究が行われほぼ明らかにせら
れているが一方面経ロ的に投與せ，られたる場合に
つV・ては決定的なことは確認せられていなV・。即
ちNoble＆Macleod1）は糖原を葡・脈内に注射して
も，曲．線量には変化を認めす，これに反しBollman，
Mann＆Magath2ノは糖原を静脈内に注射して葡
萄糖を注射した時と同様の，血L糖：量の変化上昇を認
めてV・る。またAbderhalden3♪は澱粉注射によっ
て血中のアミラーゼが塘加するのを見出しでいる
が，Magaram4）は：否定をしてV・る。　さらに
Bongiorno’5）は1gmの澱1該｝または糖原を投輿す
る時・は塘加し3gmにてはかえって減少すると述
べ，Gargasole〔；）はこれに反して0・8gmまでは
可溶性澱粉を輿えても変化せす大量の時は100％
増加すると報告している。このように多糖類を注
入したる時の血糖量の変化に関してぽなk未だ決
定的な結論が得られてV・ない。
　さらに藤糖についてはAbderhaden7　’，　Odas），
Berg9），　FineiO）などの研究があるが何れも通し中の
Saccharase　の確認には成功しておらす，乳糖の
注射につV・てもAbderhaldenが僅かにLactose
の出現を見出したと蓮べているに過ぎない。
　著者は脂質，糖質代謝の関係につV、ての研究の
一環としてこの間題についての実験を行った。さ
らにまたこれに加えて腹腔内に多癬類を注入した
る時の皿L擁立の変動についても同様の実験をあわ
せ行った。
　　　　　　　実験材料並びに方法
　動物は正常家兎，燐r11毒家躯，及び正常白鼠を使用した。
　実瞼方法は耳静脈に　1）対照として生理的食塩水を注射
し，2）葡萄糖を注射して血糖量の変動を調べ，3）種々の量
の糖原（02，0．5，1．0，lg／kg各Gm），庶糖（l　g！kg）乳糖
（191kg｝注射による血糖量1の変動，4）19／kg糖屑ミ注射1噂
岡後における肝嚇糖原量の測定，さらにまた腹陛内には生
難的食塩水，葡萄糖，糖原澱粉をそれぞれ注射し，血糖量
の変’動を追求した。
　用いたる定量：方法は，血糖は　Hagedorn－JenSen1」）法，
糖原は著者12）の方法であった。
　　　　　　　　実験成績
家兎調眠内に注射した結果はそれぞれ第1表及び第2表
1）　Noble　＆　Maeleod　：　Am．　」．　Physiol．　64，　547　（1923）．
2）　Bollman，　Mann　＆　Magath　：　Am．　J．　Physiol．　74，　238
　（1925）．
3）　Abderhalden　et　al．　：　Hoppe－Seyler’s　Z．　64，　100　（1910）；
　69，　1　〈191　O）　；　90，　369　（191　4）．
4）　Magaram　＆　Engelhardt：　Bioehem．　Z．　182，　215
　（1927）．
5）　Bongiorno：　Boll．　Soe．　ital．　biol．　2，　692　（1，927）．
6）　Gargasole：　Rass，　Ter．　pat．　5，　16　（193，3）．
7）　Abde：halden　＆　Buadze：　Fermentforsch．　13，　228
　　（1932）．
S）　Oda：　J．　Bioehem．　9，　3S3　（1928）．
9）　Berg：　Areh．　exp．　Patb．　163，　713　（1932），
10）　Fine：　Biochem．　J．　24，　1282　（1930）．
11）　Hagedorn－Jensen：　Biochem．　Z．　135，　46　（1923）．
12）坂上：札幌医誌（札医紀要）2，247，250（昭27）．
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第1表　静脈内注入
家 兎
注　射　物　質
生理的食塩水?????????萄
注射量
10．Oce
1．Og
1．Og
1　g！kg
1　g／kg
1　g／kg
n3 問・ （分）
　　　淀射後注射前　　　　　or
OA　054
0．1030
0．1022
0．1059
0．0974
0，0925
注射後
　10
　　　0，工221
0．2536　1　O．2411
0．1299　1　O．1349
0．1397　！　O．1375
　　　1　O．1019
　　　i　O・．2437
注射後
　20
O．2041
0．1408
0．1553
注射後
　30
0．U2些
O．1612
0．1426
0．1776
0．107b
O．1944
注射後
　40
O．］284
0．1207
0．1933
注射後
　60
O．1077
0．1169
0．1155
0．1895
0．1146
0．135’2
注射後
　90
0．工123
0．1090
0．工823
0．1091
0．1447
注射後
120
O．0962
0．li14
0．1027
0．1530
0，09SO
O，1，0，IS
何れも5例の亭均位を表わす。
第2表　静脈内口入
家 兎
注　射　物　楓
?????? ???
注射量
O，2g
O．59
1．Og
1　g／kg
1　g／kg
??
周 （分）
注射前
O．1067
0．1070
0．1022
0．loorg
O．1149
注射後
　10
O．1225
0．1261
0．1349
0．1375
0．1410
注射後
　20
O．1090
0．1344
0，1408
0．1　dr　otr　3
0．1500
注射後
　30
O．107S
O．1379
0．1426
0．1776
0．16Sl
注射後
　40
0．工013
0．1178
0．］207
0．195，3
0．1900
注射後　注射後　注射後
　60　i　90　b　120
O，1040
0．099S
O．1155
0．lsgrJ
O．1700
O．0998
0．1076・
O．1096
0．IS23
0．1500
O．0903
0，09S5
0．1027
0．153・　O
業1耕馬
loro
O．141S
※燐巾毒家鬼　　何れも5例の平均値（但し燐中毒家兎は2例）を表わす。
に示される即ち，生理的食塩水注入せる場合には刺戟によ
ると思われる軽度の上昇を示すが直ちに正常値に戻る。葡
禰糖注射にては著明な増加を來す，こオしに対して糖原は明
かに血糖量の堀加をおこすも注射量：により．その増加程度
及び上昇継続時周も異なり，大量にては150分に至っても
未だ正常値：に復さない。また燐中毒により肝騰障害を生ぜ
しめた家兎にても同様の増加が見られる。庶糖注射の際は
60分後に僅かに増量を來すに過ぎない。　乳糖の場合には
そ衛考南糖注射’と同じ経過をiUlる。
　腹腔内に多糖類（糖原及び澱粉）を注入したる場合の血
糖量の変化（家兎）及び肝臓，糖原，筋肉，糖原量は第3，
4表にそれぞれ示される。即ち糖原注入も澱粉注入も何れ
も対照に比較して血糖量の変動に差が認められず独り葡萄
糖注入の場合にのみ著明な増加が見られるのみである。ま
た白鼠の腹腔内注入においても血糖，及び劃一，筋肉，糖
原の何才しにも変化は見られない。
第3表　腹牒内覧入
家
?
注　射　物　質
生理的食塩水
葡　　萄　　糖
糖　　　　　原
澱　　　　　粉
注射量
20　ce
1　g／kg
1　g／kg
1　g／kg
時… …? （分）
重k射目
O．1274
O．1200
O．1　209
O．1173
注射後
　5
O．1　Dr　21
O．1340r
O．1421
O．1281
注射後
　工0
O．1439
O．141S
O，1“　or
O．1383
泣射後　油日後
　20　］　30
O．1386
O．1816
O．13S4
O．1300
O．1235
O．193S
O．1273
O．1322
注射後
　40
O，1121
O．1249
O．1244
平皿後
　60
O．1170
O．13S6
O．1155
O．1234
洌劉潮後
　90　，　120
O．1073
O．1372
O．1119
OJ190
O．1183
何＃しも5例の準均値を表わす。
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第4表白鼠内実内注入
注射物質
生理的食塩水
糖　　　　原
糖　　　　原
町　　　　原：
注射量
　10cq／kg
　1　g／kg
　2g／kg
反復注射維量
　1．4－5　g
　糖
全肝
」迦91
工96
225
1S4
25S
原　量
肝　　筋肉
（％）　1　c％）
3．43
3．67
2，92
3．32
O．d9
O，52
．O．50
血糖量
O．133
0ユ07
O．092
O．100
何れも4例の干’均値を表わす。
考 按
　1）静賑内注射：　糖原注射をする時は注射彙を
増すに二って」血糖量の塘量も大となり，かつ，最
高値を示す時周及び上昇継続時闇も延引する。即
ちNoble＆Macleodの報告・せる結果と異なれる
成績を得た。しかしBoU皿ann等のいうがごとく
葡萄糖と同じ経過はたどらす，彼等の成績ともま
た異なった。
　19／kg糖原注射時から1時闘後の肝臓糖原量は
対照の2．50％に対し2．51％で差異が認、められな
かった。なお・ま1た同一・の家兎に繰返えしi・’E射せる
場合には二こ口の時が前回に比し血糖量の塘減す
る速度が増すことが認められた。さらに燐中毒に
より肝臓を障害せしめた家兎に1g／kg糖原注射
をした時の血糖景も同じく上昇することが認めら
れた。これ等の結果及び：Falkenhansen13）の藺吏告即
ち燐中毒により肝臓障害せられた時は血中アミラ
ーゼが増加し，かつ犬と家兎では相違し，家兎で
は犬ほど壇加しないという報告などより考察して，
血中に注．入せられた糖原は血液中で水解され，そ
れによって血糖景の塘加をきたすと考え得る。
　次に庶糖注射の際にぽ』fiLma量にぽ変化なくしか
も2時生後におV・てもなおかつ増量変化のなV・；事
実より恐らくは利用され得ないものと考えられる。
從って血中にては水解されないで尿中に排出され
るように思われる。
　乳糖注射せる時は1血雌ll二吊：は5分後取高で時闇と
ともに減少するがその下降カーブが90分のとこ
ろで一度上昇してさらにまた減少する点より一・小
部分の水解が考えられるも速断ぼし得なV・。
　2）腹睦内注射：・　家兎においては糖原注射及び
澱粉注射の何れの場合も血糖量の変動ぽ対照に上ヒ
心して差異認められなv・点より腹腔よりは多糖類
の形に：ては吸牧されないことが知られまた葡萄糖
ぽ伯L適量の変化より見て明らかに吸牧される故に
腹腔内には多糖類水解酵素の存在しなV・事実も確
認せられた。白鼠においても同一の結果でさらに
反復海入を繰返えしても少しも肝，筋肉，糖及び
拍上呼量に変化見られなかった。
　　　　　　　　結　　　論
　1．糖原艀賑内注射により1nLl籍量は塘加をきた
し，これは血液中でのアミラーゼによる水解に基
因する。
　2．藤糖注射によつては血：L糖量に二は変化認めら・
れす從って歯痛．［にては水解せられないものと考え
られる。
　3．乳糖注射の際には一．一尉郵船が7k解されるよ
うに思われる。
　4．腹腔内注射においては糖原も澱粉もともに
そのままにては吸聴せられすかつ腹腔中にぽこれ
弊の水解酵素は存在しない。
　　　　　　　　　　　　　　（昭和29．2．2受付）
Summary
　　1．　The　blood　sugar　level　rises　by　intravenous　injection　of　glycogen．
　　2．　However，　intravenous　injection　of　sucrose　has　no　effect　on　the　blood　sugar　level．
　　3．　ln　the　case　of　lactose　injection　it　is　recognized　that　the　blood　sugar　level　changes
and　it　is　suggested　that　a　small　amount　of　lactose　is　hydrolyzed．
　　4．　Glycogen　and　starch　are　not　absorbed　in　intraperitoneal，　injections　and　rio　evidence
of　hydrolase，s　can　be　found・　（Reeeived　Feb．　2，　1954）
13）　Falkenhansen：　Arch．　exp．　Path．　139，　14　（1929，　）．
